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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年12月27日(2018.12.27)

【公開番号】特開2017-141169(P2017-141169A)
【公開日】平成29年8月17日(2017.8.17)
【年通号数】公開・登録公報2017-031
【出願番号】特願2016-21980(P2016-21980)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 307/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  307/50     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月13日(2018.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反応槽内で、非可食バイオマス資源を原料として、溶媒及び触媒の存在下に反応を行い
、得られた反応液から糖液を抽出して、フルフラール製造原料用糖液を製造する方法にお
いて、
　該糖液が炭素数５の単糖と炭素数５の単糖を構成成分として有する多糖とを含み、該単
糖と多糖の重量平均分子量が２００以上１０００以下である、フルフラール製造原料用糖
液の製造方法。
【請求項２】
　前記抽出される糖液の炭素数５の単糖の含有量を、０．０５重量％以上８重量％以下に
制御する、請求項１に記載のフルフラール製造原料用糖液の製造方法。
【請求項３】
　前記抽出される糖液中の前記多糖のうち２～４糖類の含有量を、炭素数５の単糖の含有
量に対して２０重量％以上に制御する、請求項１又は２に記載のフルフラール製造原料用
糖液の製造方法。
【請求項４】
　前記抽出される糖液中の前記多糖のうち２糖類の含有量を、０．０１重量％以上５重量
％以下に制御する、請求項１～３のいずれかに記載のフルフラール製造原料用糖液の製造
方法。
【請求項５】
　前記抽出される糖液中の前記多糖のうち４糖類の含有量を、０．００５重量％以上３重
量％以下に制御する、請求項１～４のいずれかに記載のフルフラール製造原料用糖液の製
造方法。
【請求項６】
　前記非可食バイオマス資源がバガスである、請求項１～５のいずれかに記載のフルフラ
ール製造原料用糖液の製造方法。
【請求項７】
　前記触媒が有機酸である、請求項１～６のいずれかに記載のフルフラール製造原料用糖
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液の製造方法。
【請求項８】
　前記有機酸が、蟻酸、酢酸、及び乳酸のいずれか１種又は２種以上である、請求項７に
記載のフルフラール製造原料用糖液の製造方法。
【請求項９】
　前記溶媒が水である、請求項１～８のいずれかに記載のフルフラール製造原料用糖液の
製造方法。
【請求項１０】
　前記溶媒が水と有機溶媒の混合溶媒である、請求項１～８のいずれかに記載のフルフラ
ール製造原料用糖液の製造方法。
【請求項１１】
　前記有機溶媒が炭化水素溶媒である、請求項１０に記載のフルフラール製造原料用糖液
の製造方法。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれかに記載のフルフラール製造原料用糖液の製造方法で得られる
糖液を用いてフルフラールを製造する、フルフラールの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
［１］　反応槽内で、非可食バイオマス資源を原料として、溶媒及び触媒の存在下に反応
を行い、得られた反応液から糖液を抽出して、フルフラール製造原料用糖液を製造する方
法において、該糖液が炭素数５の単糖と炭素数５の単糖を構成成分として有する多糖とを
含み、該単糖と多糖の重量平均分子量が２００以上１０００以下である、フルフラール製
造原料用糖液の製造方法。
［２］　前記抽出される糖液の炭素数５の単糖の含有量を、０．０５重量％以上８重量％
以下に制御する、［１］に記載のフルフラール製造原料用糖液の製造方法。
［３］　前記抽出される糖液中の前記多糖のうち２～４糖類の含有量を、炭素数５の単糖
の含有量に対して２０重量％以上に制御する、［１］又は［２］に記載のフルフラール製
造原料用糖液の製造方法。
［４］　前記抽出される糖液中の前記多糖のうち２糖類の含有量を、０．０１重量％以上
５重量％以下に制御する、［１］～［３］のいずれかに記載のフルフラール製造原料用糖
液の製造方法。
［５］　前記抽出される糖液中の前記多糖のうち４糖類の含有量を、０．００５重量％以
上３重量％以下に制御する、［１］～［４］のいずれかに記載のフルフラール製造原料用
糖液の製造方法。
［６］　前記非可食バイオマス資源がバガスである、［１］～［５］のいずれかに記載の
フルフラール製造原料用糖液の製造方法。
［７］　前記触媒が有機酸である、［１］～［６］のいずれかに記載のフルフラール製造
原料用糖液の製造方法。
［８］　前記有機酸が、蟻酸、酢酸、及び乳酸のいずれか１種又は２種以上である、［７
］に記載のフルフラール製造原料用糖液の製造方法。
［９］　前記溶媒が水である、［１］～［８］のいずれかに記載のフルフラール製造原料
用糖液の製造方法。
［１０］　前記溶媒が水と有機溶媒の混合溶媒である、［１］～［８］のいずれかに記載
のフルフラール製造原料用糖液の製造方法。
［１１］　前記有機溶媒が炭化水素溶媒である、［１０］に記載のフルフラール製造原料
用糖液の製造方法。
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［１２］　［１］～［１１］のいずれかに記載のフルフラール製造原料用糖液の製造方法
で得られる糖液を用いてフルフラールを製造する、フルフラールの製造方法。
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